
平
成
二
十
三
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
四
回
大
会
案
内
・
要
旨
集

期
日

十
二
月
三
日
（
土
）
・
四
日
（
日
）

会
場

大
分
大
学
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平
成
二
十
三
年
度
冬
季

会
場

大
分
大
学

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
四
回
大
会
ご
案
内

〒

-

大
分
県
大
分
市
旦
野
原
七
〇
〇

870
1192

電
話

〇
九
七
―
五
五
四
―
七
五
三
三
（
藤
原
耕
作
研
究
室
）

○
同
封
の
葉
書
に
出
・
欠
を
ご
記
入
の
上
、
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
下
さ
い
。
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
出
欠
葉
書
を
ご

返
送
下
さ
い
。
）
十
二
月
三
日
（
土
）
の
常
任
委
員
・
委
員
会
の
昼
食
代
は
振
り
込
み
に
て
承
り
ま
す
の
で
、
実
費
一
、
〇
〇
〇
円
を
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

○
十
二
月
三
日
（
土
）
の
懇
親
会
費
（
一
般
八
、
〇
〇
〇
円
、
院
生
六
、
〇
〇
〇
円
）
、
レ
ジ
ュ
メ
資
料
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
）
、
十
二
月
四
日
（
日
）
の
昼

食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
（
口
座
番
号

〇
一
七
〇
〇
―
二
―
七
〇
九
八
三

口
座
名
称

平
成

年
度
冬
季
大
会
）
に
て
お
振

23

り
込
み
下
さ
い
。

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
本
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

〒
-

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

150
8440

國
學
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
一
〇
〇
八
研
究
室
内

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三(

五
四
六
六)

〇
二
一
一

Ｅ
メ
ー
ル

chensim
1008@

yahoo.co.jp

○
本
学
会
･
本
大
会
に
関
す
る
ご
連
絡
は
、
右
記
本
学
会
事
務
局
も
し
く
は
左
記
会
場
校
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
場
校
連
絡
先

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
学
校
教
育
課
程
教
科
教
育
コ
ー
ス
国
語
選
修

藤
原

耕
作

研
究
室

〒

-

大
分
県
大
分
市
旦
野
原
七
〇
〇

870
1192

電
話

〇
九
七
―
五
五
四
―
七
五
三
三
（
藤
原
耕
作
研
究
室
）

Ｅ
メ
ー
ル

fujiw
arakosaku@

oita-u.ac.jp

《
交
通
》
大
分
駅
か
ら

【
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
】
「
大
分
大
学
前
駅
」
下
車
（
所
要
十
五
分
）
。
徒
歩
一
○
分
。

【
大
分
バ
ス
】
「
大
分
駅
前
」
も
し
く
は
「
ト
キ
ハ
デ
パ
ー
ト
前
①
の
り
ば
」
よ
り
、
「
大
南
団
地
・
高
江
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
「
大
分
大
学
」
行
き
に
乗
車
し
、

「
大
分
大
学
正
門
」
も
し
く
は
「
大
分
大
学
（
構
内
）
」
下
車
（
所
要
三
十
分
）
。



- 3 -

第
一
日

十
二
月
三
日
（
土
）

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
一
〇
〇
号
教
室

受
付
（

時

分
～
）

12

30

常
任
委
員
会
（

時
～

時

分
）

地
域
交
流
室

11

11

30

常
任
委
員
・
委
員
会
（

時

分
～

時
）

第
一
会
議
室

11

30

12

開
会
式
（

時
～

時

分
）
一
〇
〇
号
教
室

13

13

10

開
会
の
辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
東
洋
大
学
教
授

千
艘

秋
男

学
会
挨
拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

会
場
校
挨
拶

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
長

柳
井

智
彦

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

10

17

30

テ
ー
マ
「
キ
リ
ス
ト
教
と
近
代
文
学
」

基
調
講
演
（

時

分
～

時

分
）

13

10

14

10

芥
川
龍
之
介
〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
の
水
脈
―
「
神
々
の
微
笑
」
を
中
心
に
―

九
州
大
学
教
授

松
本

常
彦

〈
休
憩
〉

第
一
会
議
室

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

時

分
～

時

分
）

14

30

17

30

パ
ネ
リ
ス
ト

山
梨
英
和
大
学
教
授

川
島

秀
一

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

宮
坂

覺

大
分
大
学
専
任
講
師

八
木

直
樹

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

関
西
学
院
大
学
教
授

細
川

正
義

懇
親
会
（

時
～

時
）

19

21

会
場

大
分
東
洋
ホ
テ
ル

会
費

一
般

八
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生

六
、
〇
〇
〇
円

※
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

時
頃
に
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

18
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第
二
日

十
二
月
四
日
（
日
）

受
付

時
～

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
教
室
棟
二
〇
〇
号
教
室
前

10

研
究
発
表
会

〈
午
前
の
部
〉
（

時

分
～

時

分
）

10

30

11

55

Ａ
会
場
（
二
〇
〇
号
教
室
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授

犬
飼

公
之

豊
玉
毗
賣
神
話
に
お
け
る
「
塞
海
坂
返
入
」
の
意
味

発
表
者
／
國
學
院
大
學
大
学
院
生

室
屋

幸
恵

司
会
／
同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

寺
川

眞
知
夫

平
安
前
期
に
お
け
る
挽
歌
の
位
相

発
表
者
／
万
葉
古
代
学
研
究
所

小
倉
久
美
子

司
会
／
大
東
文
化
大
学
教
授

藏
中

し
の
ぶ

Ｂ
会
場

（
三
〇
〇
号
教
室
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
中
京
大
学
教
授

原

國
人

大
江
健
三
郎
『
水
死
』
論

―
―
作
家
的
課
題
へ
の
〈
新
し
い
挑
戦
〉

発
表
者
／
日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員

鈴
木

恵
美

司
会
／
天
理
大
学
専
任
講
師

渡
部

麻
実

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
み
る
主
題
の
ニ
ハ
文

発
表
者
／
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
生

佐
澤

有
紀

司
会
／
滋
賀
短
期
大
学
教
授

柿
木

重
宜

〈
昼
食
・
休
憩
〉
（

時
～

時

二
〇
四
号
教
室
）

12

13

〈
午
後
の
部
〉
（

時
～

時

分
）

13

14

25

Ａ
会
場
（
二
〇
〇
号
教
室
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授

犬
飼

公
之

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵

伝
明
融
筆
『
源
氏
不
審
抄
出
』
に
つ
い
て

発
表
者
／
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
大
学
院
生

伊
永

好
見

司
会
／
広
島
大
学
教
授

妹
尾

好
信

牧
水
と
万
葉
集

発
表
者
／
同
志
社
女
子
大
学
研
究
生

田
中

教
子

司
会
／
宮
崎
産
業
経
営
大
学
教
授

大
坪

利
彦
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Ｂ
会
場

（
三
〇
〇
号
教
室
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
中
京
大
学
教
授

原

國
人

本
邦
文
献
に
見
ら
れ
る
漢
語
受
容
の
一
形
態

―
―
「
無
心
」
の
語
史
を
通
し
て
―
―

発
表
者
／
九
州
大
学
大
学
院
生

張

愚

司
会
／
広
島
女
学
院
大
学
教
授

柚
木

靖
史

魚
名
「
し
い
ら
【
鱪
】
」
に
つ
い
て

発
表
者
／
駒
澤
大
学
教
授

萩
原

義
雄

司
会
／
広
島
女
学
院
大
学
教
授

柚
木

靖
史

閉
会
式
（

時

分
～

時

二
〇
〇
号
教
室
）

14

30

15

研
究
発
表
奨
励
賞
授
与

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
会
常
任
委
員
・
大
分
大
学
准
教
授

藤
原

耕
作
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平
成
二
十
三
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
第
一
〇
四
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

キ
リ
ス
ト
教
と
近
代
文
学

《
基
調
講
演
》

芥
川
龍
之
介
〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
の
水
脈
―
「
神
々
の
微
笑
」
を
中
心
に
―

松
本

常
彦

「
西
方
の
人
」
（
「
改
造
」
昭
和

〈1927

〉
年

月
）
の
第
一
章
「
こ
の
人
を
見
よ
」
は
、
「
わ
た
し
は
彼
是
十
年
ば
か
り
前
に
芸
術
的
に
ク
リ
ス
ト
教
を

2

8

―
―
殊
に
カ
ト
リ
ツ
ク
教
を
愛
し
て
ゐ
た
。
長
崎
の
「
日
本
の
聖
母
の
寺
」
は
未
だ
に
私
の
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
る
。
か
う
云
ふ
わ
た
し
は
北
原
白
秋
氏
や
木
下

杢
太
郎
氏
の
播
い
た
種
を
せ
つ
せ
と
拾
つ
て
ゐ
た
鴉
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
一
節
で
始
ま
る
。
「
文
藝
雑
談
」
（
「
文
藝
春
秋
」
昭
和
２
年
１
月
）
で
も
、
「
キ
リ

シ
タ
ン
の
徒
に
詩
的
感
情
を
寄
せ
」
た
「
先
輩
」
と
し
て
「
北
原
白
秋
氏
や
木
下
杢
太
郎
氏
」
を
数
え
、「
僕
な
ど
は
そ
れ
ら
の
先
輩
の
造
つ
た
畝
を
歩
い
て
行

つ
た
鴉
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
自
嘲
的
な
発
言
か
ら
も
、
芥
川
の
い
わ
ゆ
る
〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
の
水
脈
の
一
つ
が
、
白
秋
や
杢
太
郎
の

文
学
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
５
年
の
「
煙
草
」
か
ら
昭
和

年
の
「
誘
惑
」
に
至
る
〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
の
創
作
を
考
え
る
な
ら
、

2

こ
の
「
鴉
」
は
、
明
ら
か
に
、
「
先
輩
」
た
ち
よ
り
、
そ
の
「
種
」
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
の
執
着
が
、
白
秋
や
杢
太
郎
の
異
国
情
緒
や
南
蛮
趣
味
の
反
復
で
し

か
な
か
っ
た
な
ら
、「
西
方
の
人
」
は
書
か
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
白
秋
や
杢
太
郎
に
よ
る
「
ク
リ
ス
ト
教
」
へ
の
「
芸
術
的
」
開
眼
を
言
う
一
節
に
始
ま
る

「
こ
の
人
を
見
よ
」
は
、「
殉
教
者
の
心
理
」
へ
の
興
味
の
時
期
が
あ
っ
た
と
記
し
、
さ
ら
に
「
こ
の
頃
」
で
は
「
ク
リ
ス
ト
は
今
日
の
わ
た
し
に
は
行
路
の
人
」

で
は
な
い
と
い
う
告
白
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
回
想
す
る
芥
川
の
執
着
は
、
〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
と
い
う
「
種
」
を
育
む
「
畝
」
の
可
能
性
、
「
畝
」
に
通
う

水
脈
の
可
能
性
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
水
脈
の
広
が
り
を
読
む
こ
と
は
、
日
本
近
代
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
問
題
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る

の
み
な
ら
ず
、〈
キ
リ
シ
タ
ン
も
の
〉
の
現
在
性
（
同
時
代
性
）
を
読
む
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
種
々
の
水
脈
が
交
流
す
る
場
と
し
て
の
〈
キ
リ
シ
タ
ン

も
の
〉
と
い
う
視
点
か
ら
、
「
神
々
の
微
笑
」
（
「
新
小
説
」
大
正

年
１
月
）
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

11
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《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

キ
リ
ス
ト
教
と
近
代
文
学
―
―
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大
友
宗
麟
と
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
の
可
能
性
―
―

細
川

正
義

「
聖
書
一
巻
に
よ
り
て
、
日
本
の
文
学
史
は
、
か
つ
て
な
き
程
の
鮮
明
さ
を
も
て
、
は
つ
き
り
と
二
分
さ
れ
て
い
る
」
。
周
知
の
太
宰
治
『
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｌ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
』
（
一
九
三
七
）
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
太
宰
の
鮮
や
か
な
指
摘
の
通
り
、
「
聖
書
」
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
特
に
近
代
文
学
の
展
開
に
お
い
て
常
に
大
き

な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
早
く
は
北
村
透
谷
が
『
内
部
生
命
論
』（
一
八
九
三
）
に
お
い
て
「
内
部
の
生
命
あ
ら
ず
し
て
、
人
性
人
情
な
る
も
の
あ
ら
ん
や
」

と
問
い
を
発
し
、
文
学
の
根
源
へ
の
問
い
が
キ
リ
ス
ト
教
的
問
い
か
け
を
抜
き
が
た
く
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
問
い
か
け
は
現
在
に
も

通
底
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
芥
川
龍
之
介
が
『
神
神
の
微
笑
』（
一
九
二
二
）
で
問
い
、
そ
の
課
題
の
重
要
性
を
改
め
て
主
張
し
た
遠
藤
周
作
が
『
神
々
と
神

と
』（
一
九
四
七
）
で
問
う
た
日
本
の
精
神
風
土
と
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
問
題
は
そ
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
常
に
問
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
近
代

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
問
題
と
切
り
離
せ
な
い
の
が
、
徳
川
政
権
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
徹
底
し
た
弾
圧
政
策
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
出
発
が

こ
の
不
幸
な
歴
史
を
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
背
負
っ
て
出
発
し
た
こ
と
が
精
神
風
土
の
問
題
、
そ
し
て
土
着
化
の
問
題
の
上
に
更
に
重
く
絡
み
付
い
て
い
る
。

一
五
四
九
年
に
鹿
児
島
に
上
陸
し
て
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
の
種
を
蒔
い
た
ザ
ビ
エ
ル
の
布
教
は
二
年
の
間
に
約
七
百
人
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
さ
せ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
九
州
を
中
心
に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
種
は
特
に
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
誕
生
す
る
こ
と
で
急
速
に
信
徒
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
心
の
一

人
に
豊
後
だ
け
で
な
く
九
州
の
広
範
囲
に
勢
力
を
及
ぼ
し
た
大
友
宗
麟
が
い
る
。
そ
の
宗
麟
た
ち
の
及
ぼ
し
た
キ
リ
ス
ト
教
布
教
へ
の
影
響
が
江
戸
時
代
の
禁

教
政
策
で
完
全
に
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
代
に
な
っ
て
遠
藤
周
作
が
著
し
た
『
王
の
挽
歌
』（
一
九
九
〇
～
九
二
）
は
そ
の
大
友
宗
麟
と
そ
の
時
代
の
キ
リ
シ

タ
ン
の
あ
り
様
を
髣
髴
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
不
幸
な
断
絶
の
時
間
を
超
え
て
繋
ぐ
こ
と
で
新
た
な
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
へ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
と
も
い
え

る
。近

代
日
本
の
精
神
風
土
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
を
文
学
の
中
で
融
合
し
芸
術
に
昇
華
し
た
試
み
に
芥
川
龍
之
介
の
切
支
丹
物
作
品
群
は
重
要
な
足
跡
を
残

し
、
そ
の
試
み
も
遠
藤
周
作
の
キ
リ
ス
ト
教
文
学
が
そ
の
必
然
性
を
も
っ
て
継
承
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

今
回
は
歴
史
資
料
に
基
づ
い
た
立
場
か
ら
大
友
宗
麟
と
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
大
友
宗
麟
を
視
座
に
近
代
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
可
能
性
を

追
求
し
た
遠
藤
周
作
の
文
学
を
、
芥
川
龍
之
介
の
切
支
丹
物
へ
の
試
み
と
の
対
置
の
中
で
よ
り
鮮
明
に
問
い
か
け
て
い
く
と
い
う
体
制
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を

展
開
す
る
。
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《
劇
》
的
な
人
生
―
遠
藤
周
作
と
「
切
支
丹
も
の
」
（
『
王
の
挽
歌
』
な
ど
）

川
島

秀
一

い
ま
問
題
の
関
心
を
、
作
者
遠
藤
を
し
て
「
第
二
期
の
総
決
算
」
と
言
わ
し
め
た
『
侍
』
（1980

・4

）
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
遠
藤
が
「
第
一

期
」
の
総
決
算
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
『
沈
黙
』
（1966

・3

）
の
達
成
以
後
、
自
ら
に
「
日
本
人
に
つ
か
め
る
イ
エ
ス
像
を
具
体
的
に
書
く
と
い
う
課
題
」
を
課

し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
〈
小
説
家
〉
と
し
て
、
〈
キ
リ
ス
ト
者
〉
と
し
て
、
遠
藤
の
ほ
ぼ
全
重
量
が
こ
の
一
文
に
か
か
っ
て
あ
る
こ
と
も
ま
た
容

易
に
想
像
が
つ
く
。
「
日
本
人
に
つ
か
め
る
」
イ
エ
ス
と
は
何
者
か
。
そ
れ
は
、
〈
日
本
人
〉
の
な
か
に
い
か
に
受
容
さ
れ
る
の
か
。
『
侍
』
に
お
け
る
、
遠
藤
の

作
品
史
上
初
め
て
登
場
す
る
「
日
本
人
自
体
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
受
容
」
（
佐
藤
泰
正
）
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
『
沈
黙
』
以
降
、
そ
の
〈
イ
エ

ス
〉
を
、
「
泥
沼
」
だ
と
言
っ
た
〈
日
本
人
〉
の
原
質
と
風
土
の
根
源
か
ら
問
い
返
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

『
侍
』
に
お
い
て
も
作
品
を
色
濃
く
染
め
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
同
じ
く
歴
史
小
説
に
も
語
ら
れ
る
人
間
の
〈
悲
し
み
〉
と
は
何
か
。
〈
弱
者
〉
と
は

何
者
か
。
あ
る
い
は
、
日
々
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
〈
生
活
〉
な
ら
ぬ
、
〈
人
生
〉
の
意
味
と
は
何
か
。
『
王
の
挽
歌
』
（1990

・2

）
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
歴
史
小
説

群
に
共
通
し
て
描
き
出
さ
れ
る
《
面
従
腹
背
》
の
人
生
。
私
た
ち
人
間
が
強
い
ら
れ
て
あ
る
日
常
の
原
質
と
根
源
。
遠
藤
作
品
を
一
貫
す
る
〈
弱
者
〉
も
ま
た
、

そ
の
《
普
遍
》
に
お
い
て
、
『
侍
』
か
ら
大
き
く
転
移
し
、
問
い
返
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
〈
歴
史
群
像
〉
と
し
て
、
生
き
生
き
と
自
在
に
活

写
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
後
の
『
深
い
河
』
に
言
う
、
近
代
小
説
が
描
き
続
け
て
き
た
の
だ
と
い
う
〈
心
理
の
世
界
〉
な
ら
ぬ
《
魂
》
の
問
題
（
『
深
い
河
』

に
関
す
る
遠
藤
の
発
言
）
―
―
《
魂
》
の
劇
と
し
て
の
〈
人
生
〉
の
問
い
で
あ
る
。

〈
切
支
丹
時
代
の
我
々
の
国
が
、
ま
と
も
に
西
洋
と
ぶ
つ
か
っ
た
時
代
で
あ
る
〉
と
は
、
同
様
に
作
者
遠
藤
の
関
心
の
在
り
所
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
近
代
小

説
へ
の
懐
疑
を
う
ち
に
ひ
そ
め
つ
つ
、
問
い
は
す
で
に
単
に
〈
日
本
人
〉
な
ら
ぬ
、
〈
人
間
〉
の
普
遍
の
問
い
と
し
て
、
そ
の
「
ま
と
も
に
」
ぶ
つ
か
っ
た
と
い

う
時
代
の
な
か
に
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
と
ど
の
よ
う
に
衝
突
し
、
自
ら
の
う
ち
に
受
容
し
、
魂
の
劇
を
、
ま
た
普
遍
の
劇
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
に
な
る

の
か
。
こ
れ
ら
歴
史
小
説
（
「
切
支
丹
も
の
）
」
の
可
能
性
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
問
題
の
い
く
ば
く
か
を
〈
大
友
宗
麟
〉
の
人
間
像
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。
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切
支
丹
文
学
と
い
う
領
域
と
そ
の
臨
界
―
―
「
神
神
の
微
笑
」
と
「
神
々
と
神
と
」
を
視
点
に
―
―

宮
坂

覺

芥
川
龍
之
介
は
、
一
八
九
二
（
明
治

）
年

月

日
、
築
地
居
留
の
隣
接
地
に
生
ま
れ
、
両
親
の
大
厄
の
た
め
捨
て
子
の
形
式
を
採
ら
れ
斜
向
か
い
の
教

25

三

一

会
の
扉
の
前
に
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
一
九
二
七
（
昭
和

）
年
七
月
二
四
日
未
明
、
イ
エ
ス
伝
で
あ
る
「
西
方
の
人
」
を
絶
筆
と
し
最
期
ま
で
読

2

み
続
け
て
い
た
聖
書
を
枕
元
に
自
裁
し
た
。
〈
三
五
年

カ
月
〉
の
時
間
を
結
ぶ
〈
教
会
の
扉
〉
と
〈
イ
エ
ス
伝
〉
〈
聖
書
〉
は
、
誰
し
も
が
興
味
を
そ
そ
る
。

五

さ
ら
に
、
そ
の
時
間
や
興
味
を
包
括
す
る
形
で
、
切
支
丹
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
の
遺
産
と
継
い
だ
一
人
に
遠
藤
周
作
が
い
る
。
彼
ら
の
あ
り
様
を
問
う
こ
と

は
近
代
日
本
文
学
を
抉
る
有
用
な
視
点
で
あ
る
。

芥
川
は
、
一
九
一
六
（
大
正
５
）
年
、
「
芋
粥
」
（

）
「
半
巾
」
（

）
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
直
後
に
切
支
丹
も
の
第
一
作
「
煙
草
と
悪
魔
」
（

）
を
世

9

10

11

に
出
し
て
い
る
。
発
表
誌
は
、
二
作
の
メ
ジ
ャ
ー
誌
『
新
小
説
』
『
中
央
公
論
』
と
は
違
っ
て
、
仲
間
内
の
同
人
誌
『
新
思
潮
』
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
成
熟
し
て
い
な
い
ま
で
も
、
裡
に
蟠
っ
て
い
た
テ
ー
マ
を
書
い
た
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
、
翌
年
刊
行
し
た
第

短
編
集
は
『
煙
草
と
悪
魔
』
で
あ

二

る
。「

煙
草
と
悪
魔
」
の
テ
ー
マ
を
継
承
し
鮮
明
に
現
し
た
も
の
に
、「
神
神
の
微
笑
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
通
呈
し
て
い
る
の
は
、〈
不
機
嫌
〉
で
あ
る
。《
悪

魔
》
を
〈
不
快
〉
に
さ
せ
た
も
の
、
オ
ル
ガ
ン
テ
イ
ノ
を
〈
憂
鬱
〉
に
さ
せ
た
も
の
は
何
か
。
そ
こ
に
、
日
本
的
エ
ー
ト
ス
の
本
源
が
あ
る
。
西
洋
的
教
養
を

通
し
て
〈
西
〉
を
知
っ
た
芥
川
は
、
〈
東
〉
に
潜
む
強
靭
な
力
を
早
く
か
ら
裡
に
捉
え
、
生
涯
を
通
し
て
こ
の
問
い
に
面
峙
し
続
け
た
。
切
支
丹
も
の
は
、
芥
川

の
引
き
裂
か
れ
た
教
養
と
身
体
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
所
産
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

遠
藤
周
作
は
、
「
沈
黙
」
（1966

〈
昭

〉
）
発
表
当
初
、
し
ば
し
ば
「
神
神
の
微
笑
」
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
戸
惑
っ
た
。
そ
の
真
偽
は
問
わ
な
い
。
が
、

41

少
な
く
と
も
、
溯
る
こ
と
一
九
年
、
二
四
歳
の
彼
は
「
神
々
と
神
と
」
（1947

〈
昭

〉
）
を
発
表
し
、
〈
神
〉
の
国
と
〈
神
神
〉
の
国
を
問
う
。
〈
神
々
〉
で

22

な
く
〈
神
神
〉
で
あ
ろ
う
か
。

Ｍ
・
ウ
ェ
バ
ー
や
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
な
ど
が
展
開
す
る
よ
う
に
近
代
精
神
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ィ
ズ
ム
の
鬼
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
代
精
神
、
芸
術
と
宗
教
は

宿
命
的
な
対
立
構
造
を
孕
む
。
日
本
の
近
代
化
は
そ
れ
ら
両
者
を
疑
い
も
な
く
有
効
な
思
潮
と
し
て
混
在
し
て
受
け
入
れ
た
。
一
八
八
〇
年
年
後
半
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
台
頭
の
時
期
も
潜
り
抜
け
〈
西
〉
精
神
の
核
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
近
代
化
の
精
神
的
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
前
半
の
南
蛮

切
支
丹
ブ
ー
ム
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
へ
の
相
対
的
視
点
が
顕
在
化
し
た
。
そ
の
中
で
の
芥
川
龍
之
介
切
支
丹
も
の
で
あ
る
。
半
世
紀
後
の
遠
藤
周
作

の
切
支
丹
も
の
で
あ
る
。
近
代
精
神
・
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
・
芸
術
と
い
う
三
者
鼎
立
的
構
図
の
中
に
切
支
丹
も
の
を
発
見
す
る
。
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と

は
、
新
し
い
地
平
を
拓
く
も
の
と
な
ろ
う
。
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大
友
宗
麟
と
キ
リ
ス
ト
教

八
木

直
樹

豊
後
（
大
分
）
を
本
拠
と
し
た
戦
国
大
名
大
友
宗
麟
（
義
鎮
）
は
、
大
友
氏
に
最
盛
期
を
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
、
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
著
名

で
あ
る
。
大
友
宗
麟
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
は
古
く
、1549

年
鹿
児
島
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
と
は
、
父
義
鑑
に
か
わ
り
大
友
家
当

主
と
な
っ
た
次
の
年
で
あ
る1551

年
に
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
友
宗
麟
は
、
豊
後
を
訪
れ
た
多
く
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
と
出
会
い
、
彼
ら
が

布
教
を
行
う
最
大
の
保
護
者
と
し
て
、
数
々
の
便
宜
を
計
ら
っ
て
は
い
る
が
、
宗
麟
自
身
の
受
洗
は1578

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
受
洗
し
た
宗
麟

の
洗
礼
名
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
敬
愛
す
る
ザ
ビ
エ
ル
の
名
か
ら
と
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
宗
麟
個
人
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

強
い
理
解
と
傾
倒
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
受
洗
す
る
ま
で
の
長
い
期
間
は
、
宗
麟
個
人
の
思
い
入
れ
と
は
裏
腹
に
、
彼
に
仕
え
る
多
く
の

家
臣
た
ち
の
動
向
な
ど
、
領
国
を
治
め
る
戦
国
大
名
と
し
て
の
宗
麟
の
立
場
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
の
大
友
宗
麟
、
あ
る
い
は
宗
麟
の
受
洗
を
め
ぐ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
説
の
題
材
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
文
学
の
世
界
に
お
け
る
叙
述
で
あ
り
、
実
際
の
史
実
と
は
異
な
る
点
も
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
宗
麟
に
関
係
す
る
国
内
の
一
次
史
料
（
い
わ
ゆ
る
古
文
書
）
は
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
宗
麟
と
交
流
が
あ
っ

た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
残
し
た
史
料
は
、
国
内
の
史
料
か
ら
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
大
友
宗
麟
に
つ
い
て
の
多
く
の
情
報
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
宣
教
師
た
ち
が
残
し
た
史
料
を
、
可
能
な
限
り
の
史
料
批
判
を
行
い
な
が
ら
、
本
報
告
で
は
、
確
実
な
史
料
に
基
づ
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
宗

麟
と
は
ど
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
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平
成
二
十
三
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
第
一
〇
四
回
大
会

研
究
発
表
会

発
表
要
旨

Ａ
会
場

豊
玉
毗
賣
神
話
に
お
け
る
「
塞
海
坂
返
入
」
の
意
味

國
學
院
大
學
大
学
院
生

室
屋

幸
恵

『
古
事
記
』
に
お
け
る
迩
々
藝
能
命
毗
火
遠
理
命
・
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の

日
向
三
代
は
、
初
代
天
皇
神
武
に
繋
が
る
神
統
譜
を
継
ぐ
者
で
あ
り
、
ま
た

上
巻
と
中
巻
を
繋
ぐ
物
語
で
も
あ
る
。
本
発
表
で
は
そ
の
日
向
三
代
の
う
ち
、

火
遠
理
命
の
子
で
あ
る
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
出
生
神
話
を
考
察
の
対
象
と

し
、
特
に
豊
玉
毗
賣
の
「
塞
海
坂
返
入
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

火
遠
理
命
と
火
照
命
の
「
易
佐
知
」
に
端
を
発
し
た
火
遠
理
命
の
海
宮
訪
問

譚
は
、
火
遠
理
命
が
海
神
か
ら
「
鉤
」
や
助
言
を
受
け
る
こ
と
を
通
し
て
神

統
譜
に
「
水
」
の
権
能
を
も
た
ら
す
こ
と
が
主
眼
で
あ
り
、
豊
玉
毗
賣
と
の

婚
姻
は
、
系
譜
と
い
う
点
か
ら
権
能
を
獲
得
す
る
た
め
の
要
素
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

従
来
こ
の
豊
玉
毗
賣
の
出
産
神
話
に
つ
い
て
は
、
メ
ル
シ
ナ
型
の
異
類
婚
姻

譚
と
の
比
較
研
究
や
、「
見
る
な
の
禁
」
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
多
く
考
察
が
な
さ

れ
、「
塞
海
坂
」
に
つ
い
て
は
陸
海
の
交
通
の
途
絶
の
由
来
譚
で
あ
る
と
説
明

が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
塞
海
坂
」
の
後
も
豊
玉
毗
賣
の
妹
玉
依
毗
賣

は
火
遠
理
命
の
元
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
塞
海
坂
」

と
は
単
に
陸
海
の
交
通
の
途
絶
を
語
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
火
遠
理
命

と
豊
玉
毗
賣
と
の
関
係
の
断
絶
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

火
遠
理
命
と
豊
玉
毗
賣
の
婚
姻
が
神
統
譜
に
お
け
る
「
水
」
の
権
能
の
獲
得

で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
が
「
見
る
な
の
禁
」
を
破
っ
て
婚
姻
を
破
綻
さ
せ
た
こ

と
は
重
大
な
失
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
玉
毗
賣
は
「
耻
」
を
も
た
ら
し
た

火
遠
理
命
に
「
戀
心
」
を
抱
く
の
で
あ
り
、
両
者
は
「
塞
海
坂
」
と
い
う
破

綻
を
見
せ
な
が
ら
も
、
豊
玉
毗
賣
の
「
戀
心
」
に
よ
っ
て
関
係
を
保
つ
の
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
発
表
で
は
、
①
天
孫
で
あ
る
火
遠
理
命
と
海
神
の
娘
で

あ
る
豊
玉
毗
賣
の
婚
姻
が
「
塞
海
坂
」
こ
と
で
一
旦
は
破
綻
を
見
せ
な
が
ら

も
、
豊
玉
毗
賣
の
「
戀
心
」
に
よ
っ
て
関
係
の
修
復
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
、

②
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
火
遠
理
命
の
子
の
鵜
葺
草
葺
不
合
命
も
海
神
と
の
繋

が
り
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
、
③
「
塞
海
坂
」
と
い
う
表
現
が
断
絶
で
は
な
く
、

次
代
に
系
譜
を
繋
ぐ
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
、
以
上
を
結
論
と
し
た
い
。

平
安
前
期
に
お
け
る
挽
歌
の
位
相

万
葉
古
代
学
研
究
所

小
倉

久
美
子

挽
歌
と
は
、
人
の
死
に
関
わ
る
歌
の
こ
と
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
の
部
立
の

名
称
に
も
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
挽
歌
の
語
義
が
棺
を
挽
く
と
き
に
う
た

う
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
挽
歌
の
部
立
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
左
注
に
「
挽
歌
の
類
」
と
記
さ
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

通
常
、
歌
人
が
う
た
を
作
る
と
き
、
部
立
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
挽
歌

を
詠
も
う
と
す
る
意
識
の
も
と
で
詠
作
さ
れ
た
も
の
は
日
本
挽
歌
な
ど
ご
く

少
数
に
限
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
結
果
と
し
て
挽
歌
の
部
立
に
所
収
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
挽
歌
の
実
相
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
本
報
告
で
は
平
安
前
期
に
お
け
る
挽
歌
の
位
置
づ
け
を
試

み
た
い
。

『
文
華
秀
麗
集
』
に
は
「
侍
中
翁
主
挽
歌
詞
」
と
い
う
嵯
峨
天
皇
の
御
製
詩

と
、
そ
れ
に
唱
和
し
た
漢
詩
が
二
篇
あ
る
。
先
学
に
よ
る
と
、『
文
選
』
の
挽

歌
詩
は
三
篇
で
完
結
す
る
の
が
本
来
の
形
で
あ
り
、
第
一
篇
は
出
棺
、
第
二

篇
は
葬
送
、
第
三
篇
は
埋
葬
の
場
面
を
よ
む
と
い
う
よ
う
に
、
三
篇
は
時
間
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的
経
過
を
追
う
一
連
の
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
侍
中

翁
主
へ
の
挽
歌
詞
を
み
て
み
る
と
、
嵯
峨
が
出
棺
か
ら
埋
葬
地
ま
で
の
場
面

を
よ
み
、
そ
れ
に
唱
和
し
た
二
篇
が
埋
葬
地
に
到
着
す
る
場
面
と
、
埋
葬
の

場
面
と
を
よ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、『
文
選
』
挽
歌
詩
に
み
ら
れ
る
三
篇
が
時

系
列
で
展
開
す
る
形
式
と
類
似
す
る
表
現
方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
嵯
峨
朝
に
お
け
る
挽
歌
詞
に
は
、
挽
歌
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
表
現
に
ま
で
中
国
の
挽
歌
詩
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
『
日
本
後
紀
』
逸
文
に
は
、
嵯
峨
が
良
岑
安
世
の
薨
去
に
対
し
て
「
挽

歌
二
篇
」
を
つ
く
っ
た
と
あ
る
。
嵯
峨
朝
の
文
化
的
特
徴
で
あ
る
唐
風
化
の

担
い
手
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
臣
下
の
死
を
悲
し
み
つ
く
ら
れ
た
の
が
こ
の
挽

歌
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
嵯
峨
は
喪
葬
儀
礼
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
も
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
嵯
峨
に
よ
る
遺
詔
は
平
安
中
期
以
降
、
享
受

さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
嵯
峨
に
よ
る
挽
歌
の
実
作
と
遺
詔
は
、
喪
の

文
化
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
追
究
し
て
い
き
た
い
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵

伝
明
融
筆
『
源
氏
不
審
抄
出
』

に
つ
い
て

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
大
学
院
生

伊
永

好
見

『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
は
、
連
歌
師
宗
祇
が
作
成
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。

内
容
は
、
空
蝉
・
若
紫
・
花
宴
・
澪
標
・
蓬
生
・
関
屋
・
少
女
・
玉
鬘
・
蛍

・
常
夏
・
行
幸
・
横
笛
・
鈴
虫
を
除
く
四
十
一
巻
か
ら
不
審
と
さ
れ
る
箇
所

を
一
二
〇
項
目
余
り
挙
げ
、
『
河
海
抄
』
『
花
鳥
余
情
』
等
の
先
行
す
る
説
を

批
判
的
に
検
討
し
つ
つ
、
注
釈
を
施
し
て
い
る
。

諸
本
は
、
管
見
で
は
九
本
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
成
立
年
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
冨
小
路
俊
道
が
、
最
後
の
旅
に
出
立
す
る
直
前
の
宗
祇
か
ら
譲
り
受
け

た
旨
の
奥
書
が
あ
る
。
し
か
し
、
清
心
本
は
こ
の
奥
書
が
な
く
、
代
わ
り
に

「
此
抄
出
宗
祇
法
師
註
也

桑
門
明
融
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
挙

げ
た
巻
の
他
に
、
花
宴
巻
が
あ
る
ほ
か
、
注
釈
の
内
容
が
俊
通
本
と
異
な
る

箇
所
や
、
清
心
本
の
み
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
独
自
の
本
文
を
有
し
て

い
る
。

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
氏
、
伊
井
春
樹
氏
等
に
よ
っ
て
、
宗

祇
他
注
と
の
比
較
を
交
え
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
黒
川
本
に
つ
い
て

は
『
源
氏
不
審
抄
出
』（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
、
福
武
書

店
、
一
九
八
二
年
）
の
白
井
た
つ
子
氏
の
解
題
が
あ
る
が
、
ま
だ
本
格
的
な

諸
本
の
校
合
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
諸
本
の
関
係
、
異
同
の
詳
細
な
ど
は
、

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、『
不
審
抄

出
』
の
俊
通
本
、
黒
川
本
と
、
明
応
四
年
の
跋
文
を
も
つ
藤
原
正
在
著
『
一

葉
抄
』
に
引
か
れ
る
宗
祇
説
と
の
比
較
を
行
い
、
清
心
本
の
諸
本
の
中
で
の

位
置
付
け
を
考
察
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
奥
書
等
か
ら
、
宗
祇
晩

年
の
作
と
も
い
わ
れ
て
き
た
『
不
審
抄
出
』
の
成
立
過
程
が
推
測
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

宗
祇
自
身
の
著
作
で
、『
源
氏
物
語
』
全
体
に
わ
た
る
注
釈
書
は
本
書
の
み

で
あ
る
。
本
書
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
三
条
西
家
源
氏
学

の
基
盤
と
も
な
っ
た
宗
祇
の
注
釈
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

牧
水
と
万
葉
集

同
志
社
女
子
大
学
研
究
生

田
中

教
子

近
代
短
歌
は
、
西
洋
文
学
の
摂
取
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
り
な
が
ら
、
和
歌

の
源
流
で
あ
る
万
葉
集
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
な
継
承
と
変
革
に
挑

ん
で
き
た
。
若
山
牧
水
に
お
い
て
も
、
万
葉
か
ら
の
影
響
が
言
わ
れ
て
き
た

が
、
牧
水
自
身
に
よ
る
自
注
や
歌
論
に
は
、
特
に
万
葉
集
に
言
及
し
た
説
が

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
た
め
、
享
受
の
実
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
牧
水
の
万
葉

集
享
受
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
今
回
の
考
察

に
あ
た
っ
て
は
、
歌
集
『
海
の
声
』『
別
離
』
に
見
え
る
「
海
死
に
ぬ
」
の
表

現
を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
先
行
文
献
と
し
て
、
山
根
巴
「
若
山
牧
水
と
万
葉
集
」（
一
九
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八
一
年
二
月
号
「
解
釈
」
）
を
検
討
す
る
。

つ
ぎ
に
、(

一)

は
、
本
題
に
入
る
前
の
前
置
き
と
し
て
、
牧
水
の
読
ん
だ
万

葉
集
と
、
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
牧
水
の
作
歌
に
た
い

す
る
考
え
方
を
明
確
に
す
る
。

つ
ぎ
に(

二)
で
は
、
牧
水
の

真
昼
時
青
海
死
に
ぬ
巖
か
げ
に
ち
さ
き
貝
あ
り
妻
を
あ
さ
り
行
く

め

海
の
声
・
別
離

海
死
せ
り
い
づ
く
と
も
な
き
遠
き
音
の
空
に
う
ご
き
て
更
け
し
春
の
日

海
の
声
・
別
離

な
ど
の
歌
に
み
え
る
「
海
死
す
」
の
表
現
が
、
万
葉
集
巻
十
六
の
旋
頭
歌
か

ら
の
影
響
と
考
え
ら
れ
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
、
同
時
に
、
寄
物
陳
思
の

「
求
食
」
の
歌
の
型
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。

あ
さ

り

(

三)

で
は
、『
海
の
声
』
と
『
別
離
』
に
お
け
る
配
列
の
違
い
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
。

(

四)

で
は
、
「
死
に
ゆ
く
か
地
」
「
風
死
す
」
な
ど
表
現
に
つ
い
て
検
討
を

つ
ち

加
え
、
そ
こ
に
万
葉
集
と
は
ま
た
違
う
国
木
田
独
歩
か
ら
の
影
響
の
存
在
を

確
認
し
、
牧
水
に
お
け
る
自
然
主
義
の
あ
り
か
た
と
、「
恋
死
に
」
と
い
う
和

歌
の
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
の
継
承
を
青
年
期
の
牧
水
の
作
品
に
見
出
し
得
る
こ

と
を
確
認
し
、
結
び
と
し
た
い
。

Ｂ
会
場

大
江
健
三
郎
『
水
死
』
論

作
家
的
課
題
へ
の
〈
新
し
い
挑
戦
〉

日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員

鈴
木

恵
美

大
江
健
三
郎
が
出
発
時
か
ら
自
ら
に
課
し
た
作
家
的
課
題
は
、
三
つ
あ
る
。

一
つ
は
、「
監
禁
状
態
」
に
置
か
れ
た
人
間
の
自
己
欺
瞞
に
よ
る
狂
死
や
自
殺

を
逃
れ
る
方
法
を
見
つ
け
る
。
二
つ
め
は
、『
こ
こ
ろ
』
の
「
先
生
」
が
殉
死

を
装
っ
て
自
殺
す
る
に
至
る
生
き
方
の
否
定
と
救
済
。
三
つ
め
は
、
日
本
人

の
殉
死
や
戦
争
時
の
死
を
美
化
す
る
こ
と
へ
の
批
判
だ
。

「
監
禁
状
態
」
に
つ
い
て
は
従
来
、
特
定
の
時
代
の
閉
塞
感
や
個
人
の
状

況
と
考
え
ら
れ
、
選
択
可
能
な
意
識
行
動
と
さ
れ
る
〈
自
己
欺
瞞
〉
と
は
区

別
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
大
江
の
初
期
に
影
響
を
与
え
た
サ
ル
ト
ル
の
捉
え

方
は
、
人
間
が
自
身
の
意
識
の
外
へ
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
他

者
や
世
界
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
人
間
は

必
ず
何
ら
か
の
〈
自
己
欺
瞞
〉
に
生
き
る
存
在
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

「
監
禁
状
態
」
と
は
、
人
間
が
意
識
構
造
ゆ
え
に
〈
自
己
欺
瞞
〉
に
生
き

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
江
の
課
題
は
、
特
定
の
時
代
状
況

や
個
人
で
は
な
く
、
日
本
人
全
体
の
精
神
性
の
根
本
的
改
革
に
よ
る
救
済
だ
。

最
新
作
『
水
死
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
・
一
二
）
評
は
、
殉
死
や
『
こ
こ

ろ
』
の
「
先
生
」
の
自
殺
、
及
び
「
時
代
の
精
神
」
に
関
す
る
論
争
と
現
在

の
政
治
状
況
を
結
び
つ
け
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
江
が
「
最

後
の
小
説
」
を
書
く
と
宣
言
し
続
け
る
の
は
、
生
き
て
い
る
限
り
全
力
で
作

家
的
課
題
に
取
り
組
む
覚
悟
の
表
明
で
あ
っ
て
、
自
ら
課
し
た
困
難
な
課
題

に
、
作
家
生
命
を
賭
す
姿
勢
に
こ
そ
、
『
水
死
』
の
真
の
価
値
が
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
ま
ず
、『
水
死
』
に
お
け
る
小
説
内
の
『
こ
こ
ろ
』
の
引
用

と
原
作
を
比
較
し
て
恣
意
的
な
解
釈
が
施
さ
れ
た
理
由
を
考
察
し
、「
先
生
」

の
自
殺
が
自
己
欺
瞞
に
よ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
次
に
、
主
人
公
古
義
人

の
自
己
欺
瞞
を
検
証
し
、
息
子
ア
カ
リ
の
存
在
に
よ
る
「
か
れ
」
の
死
の
回

避
可
能
性
を
読
み
取
り
、
小
説
内
の
『
こ
こ
ろ
』
と
『
水
死
』
の
主
題
は
、

共
に
自
己
欺
瞞
を
扱
う
が
、
異
質
な
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

主
題
と
作
家
的
課
題
と
の
一
貫
性
を
見
出
し
て
、『
水
死
』
は
大
江
健
三
郎
が

作
家
的
課
題
に
新
し
い
方
法
で
挑
戦
し
た
野
心
作
と
結
論
付
け
る
。

魚
名
「
し
い
ら
【
鱪
】
」
に
つ
い
て

駒
澤
大
学
教
授

萩
原

義
雄

魚
の
な
か
で
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
外
洋
回
遊
魚
「
し
い
ら
」
に

つ
い
て
日
本
語
の
文
献
資
料
で
あ
る
古
辞
書
・
語
彙
科
往
来
・
本
草
書
・
国

語
辞
典
類
を
基
軸
に
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
次
の
点
を
明
ら

か
に
す
る
。

（
１
）
最
も
古
い
用
例
が
、
新
羅
社
宮
司
大
伴
泰
広
（
大
伴
広
公
）
編
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『
温
故
知
新
書
』〔
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
に
成
立
〕
で
あ
っ
た
こ

と
。

（
２
）
室
町
時
代
の
辞
書
中
に
こ
の
「

鱪

」
の
語
を
所
載
す
る
情
報
既

シ
イ
ラ

知
グ
ル
ー
プ
と
未
所
載
に
す
る
情
報
未
知
グ
ル
ー
プ
に
二
分
さ
れ
る
こ

と
。既

知
…
『
温
故
知
新
書
』
。
饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
。
易
林
本
『
節
用

集
』
。
『
日
葡
辞
書
』
。

未
知
…
『
下
學
集
』
。
広
本
『
節
用
集
』
。
『
倭
玉
篇
』
類
。
『
運
歩
色

葉
集
』
。『
撮
襄
集
』『
継
忘
集
』『
佚
名
古
辞
書
』
天
草
版
『
落
葉
集
』
。

（
３
）
江
戸
語
彙
科
往
来
の
初
期
資
料
は
、
こ
ぞ
っ
て
「

鱪

」
の
語
を

シ
イ
ラ

所
載
す
る
。

（
４
）
江
戸
中
期
か
ら
後
期
語
彙
科
往
来
に
は
、
「

鱪

」
の
語
と
は
別

シ
イ
ラ

に
塩
乾
魚
の
「
九
万
疋
・
九
万
曳
」
の
語
を
収
載
す
る
。

ク

マ

ビ

キ

ク

マ

ビ

キ

（
５
）
江
戸
時
代
の
『
本
朝
食
鑑
』
『
和
漢
三
才
圖
會
』
『
魚
鑑
』
な
ど

に
よ
る
研
究
が
進
む
こ
と
で
、
「

鱪

」
の
生
態
習
性
が
広
く
知
ら
れ
る

シ
イ
ラ

よ
う
に
な
っ
た
。

（
６
）
「
鱰

漬
」
な
る
漁
法
が
北
陸
か
ら
九
州
肥
前
肥
後
域
に
広
く
浸

し
い
ら
づ
け

透
し
て
い
た
。

（
７
）
漢
名
「
勒
魚
」
が
櫟
涯
武
井
周
作
著
『
魚
鑑
』
に
見
え
、
明
治

時
代
の
大
槻
文
彦
編
『
言
海
』
に
ま
で
所
載
さ
れ
て
い
た
が
、
現
代
の

国
語
辞
書
で
は
「
鬼
頭
魚
」
に
変
容
し
て
い
る
。
漢
名
の
依
拠
し
た
資

料
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

（
８
）
「
勒
魚
」
の
語
は
、
明
時
珍
著
『
本
草
綱
目
』
を
繙
く
限
り
、

別
種
の
魚
名
で
あ
る
。

（
９
）「
鬼
頭
魚
」
の
語
は
、
中
国
名
の
「
鬼
頭
刀
」
に
聯
繋
す
る
「
し

い
ら
」
の
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
の
『
三
音
四
聲
字
貫
』
に

所
載
さ
れ
る
が
別
魚
で
あ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

（10

）
現
代
人
は
、
「
し
い
ら
」
の
語
を
知
っ
て
、
此
の
語
を
別
名
で

表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
美
味
な
る
塩
乾
魚
の
「
く
ま
び
き
」

の
語
を
こ
こ
で
学
ん
で
お
き
た
い
。

已
上
の
こ
と
を
今
回
明
ら
か
に
し
て
み
た
。
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大分大学旦野原キャンパスへのアクセス

■大分まで【空路】
羽田空港―大分空港（１時間 30 分） 大阪空港（伊丹）―大分空港（55 分）
名古屋（中部）―大分空港（1 時間 10 分） 大分空港―大分市内：連絡バス（60 分）
■大分まで【鉄道】
小倉駅―大分駅（１時間 30 分）
■大学（旦野原キャンパス）まで【鉄道】
大分駅― JR 豊肥本線（15 分）―大分大学前駅―徒歩（5 分）―大分大学
■大学（旦野原キャンパス）まで【バス】（土日は本数が少ないので鉄道をおすすめします）
□バス乗車場（大分バス ）「大分駅前」もしくは「トキハデパート前①のりば」
「大南団地・高江ニュータウン」「大分大学」行き――（30 分）――「大分大学正門」もし
くは「大分大学（構内）」下車
「戸次」「臼杵」「竹田」「佐伯」行き――（30 分）――「大分大学入口」下車

旦野原キャンパス建物配置図（会場は④）

教育福祉科学部建物配置図
■常任委員会場
地域交流室（管

理人文棟第一会
議室側の端）
■常任委員・委
員会場 第一会
議室（管理人文
棟向かって左の
会議室）
■公開シンポジ
ウ ム 会 場 100
号教室（管理人
文棟と自然科学
棟との間）
■ A 会 場 200
号教室（教室棟 2
階）
■ B 会 場 300
号教室（教室棟 3
階）
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懇親会場（大分東洋ホテル）

■大分駅からのアクセス
徒歩 約 10 分 タクシー 約 5 分
□徒歩でお越しの場合
日豊本線 JR 大分駅北口の改札を出て左方向へ進みます。
ドトールコーヒーさん横の路地を線路沿いに進み、2 つ目の踏切を渡ります。（左手前方に
ホテルが見えて参ります。）
国道 210 号線まで出ましたら、その先左方向です。

大分市内の主な宿泊施設
■大分全日空ホテルオアシスタワー 大分市高砂町 2-48 097-533-4411 大分駅より徒歩 8 分
■大分東洋ホテル 大分市田室町 9-20 097-545-1040 大分駅より徒歩 10 分
■大分第一ホテル 大分市府内町 1-1-1 097-536-1388 大分駅より徒歩 3 分
■東横イン大分駅前 大分市金池町 2-2-5 097-534-1045 大分駅より徒歩 5 分
■大分センチュリーホテル 大分市府内町 1-4-28 097-536-2777 大分駅より徒歩 5 分


